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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・生活科学一般 
キーワード：保育・子育て 
 
１．研究計画の概要 
（1）研究の目的 
①保育現場における保育カウンセラーのニ
ーズ、実態の全国レベルでの把握 
②発達支援・育児支援（個別）における保育
カウンセラーの機能と役割の検討 
③保育現場における子ども・保護者・保育者
対象とした心理教育における保育カウンセ
ラーの機能と役割 
④援助的・治療的カウンセリングおよび教育
的・開発的カウンセリングの 2 側面から地域
や他機関との連携における保育カウンセラ
ーの機能と役割 
（2）研究計画 
①文献による検討（1 年目～3 年目） 
②先駆事例（援助・治療的カウンセリングの
検討）面接調査他（1 年目～3 年目） 
③先駆事例の検討（教育・開発的カウンセリ
ングの①検討）参与監察等（1 年目～3 年目） 
④保育カンファレンスの実施と保育者への
心理教育の意義と価値の検討 
（1 年目～3 年目） 
⑤行政レベルにおける取組の現状調査 
（1 年目～3 年目） 
⑥心理教育プログラムの開発と検証 
（1 年目～3 年目） 
⑦発達相談における保育者の成長：ビデオ自
己評価法の効果と活用可能性の検討 
（1 年目～3 年目） 
⑧保育カウンセリングの援助モデルの構築 
⑨研究の成果のまとめ（報告書の作成） 
 
２．研究の進捗状況 
 3 年間の研究の進捗状況は、概ね目的とす
る調査は実施でき、現在分析中である。研究
の範囲が広いことと、地域による格差が大き

く、どの地域でも未だ発展途上の取り組みの
ため、先駆事例の検討が中心となり、スタン
ダードモデルの構築まではもう少し時間が
掛るものと考えられる。昨年度までの 3 年間
は実践を行う、先駆事例を調査する、文献を
検索してその方向性をまとめるといった調
査段階で、残りの１年間でまとめを行う予定
である。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 

（理由） 
保育カウンセリングに関する文献は少な

いため、文献研究の達成度は 70％程度と評価
できる。また、先駆事例の収集では大阪府・
浦安市・日野市のカウンセラー制度や愛媛県
の発達支援室の取り組み、インタビューや実
態調査を実施し達成度は 80％である。 
教育的・開発的カウンセリングの必要性とそ
の効果の検討では構成的グループエンカウ
ンターの活用可能性の検討を行い達成度は
85％である。援助的・治療的カウンセリング
のアプローチとし発達相談の方法について
検討はビデオカンファレンスという方法に
関して実践からその効果を分析中で達成度
は 80％である。以上の理由から概ね順調に進
展していると判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）文献研究 
 保育カウンセリングやカウンセラーに関
する文献は概ね収集できたので、今後はこの
文献の内容を要約して方向性をまとめる。 
（2）事例の検討 
3 年間で本研究に必要な情報は概ね収集で

きたが、まだ、地域の諸機関との連携の模索
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や先駆事例以外の事例の収集もまとめには
必要である。今後は、これまでのデータのま
とめを行う一方で、地域の諸機関との連携の
在り方を幾つかの市町村を対象に調査を実
施して、本研究で目指す「新しいカウンセリ
ングモデル」の方向性を示したいと考える。 
（3）まとめの推進 
 まとめとして、報告書を作成する。研究分
担者と執筆分担を行い、6 ヶ月程度をかけて
章立てや内容の配分及び執筆を行い、まとめ
としていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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